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投じた地方の素封家たちの活動の記録もいくっか試みられている [鈴木 1992;冨永 1981;牧
野 1990]｡出川直樹は,昭和40年代の民芸ブーム以降の民芸が,柳宗悦の理論から離れて,礼






























































































































のもとに,｢民芸館｣を ｢家屋および家貝の総合展観｣として企画したと記している [柳 1928:
13-16]｡モデル-ウス式の展示は,民芸運動の独創ではなく,すでに博覧会において試みられ
ていた｡1922年 (大正11)に箕面で開催された ｢住宅改造博覧会｣や,同じ年に上野で開催さ

















































人 文 学 報
る｡ 柳宗悦 ら民芸運動の参加者は,田舎の日用品がそのコンテクストを背負ったままでは,症
業として成立 しないことをよく認識 していたのであろう｡ この博覧会での ｢民芸館｣の試みは,
地方の日用品をコンテクストから切り離し,都市生活者たちの生活の中に ｢商品｣としてもち
































































人 文 学 報
る｡1934年に柳宗悦達がこの展覧会のために全国を収集調査してまわった時点では,多くの民
芸品が日用品として実際に使われていた｡民芸品は,｢城下町や,物資の集散する田舎町,古






































































































































































































人 文 学 報
民俗学 ･民貝学は,明治時代に西洋からethnologyとfolkloreが輸入されたことに始まる｡
最初は両方をひっくるめて ｢土俗学｣ と呼ばれていたが,ethnologyの方は ｢民族学｣,







言葉を当てている [有賀 1976:144]｡1930年 (昭和5)には,早川孝太郎による花祭のモノグ
ラフ 『花祭』が出版され,1936年 (昭和11)には 『所請足半に就いて』が,1937年 (昭和12)

















































志は評価している [水尾 1993:7]｡一方有賀喜左衛門は, この対談をあまり評価していない
[有賀 1976:154-173]｡対談当時柳田国男は,民貝に対して渋沢敬三が持っていたほどの関心
は持っていなかったというのが有賀の意見である｡ また有賀は対談の内容からみて,柳田は柳
らに対 して民俗学の正 しい説明をしていないように見えると述べている14)｡ [有賀 1976:
202-3]｡
柳宗悦の ｢｢もの｣と ｢こと｣｣という文章における民俗学批判と,1940年 (昭和15)の柳田･
柳の対談を読んだ民俗学者の大藤時彦が,1940年に雑誌 『民間伝承』に ｢民俗学と工芸｣ とい
う文章を寄せている [大藤 1993:4-6]｡大藤の民芸運動批判は,民芸運動の美に対する考え方
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学の違いは,民俗学が ｢こと (事柄)｣を対象とし,民芸学が ｢もの (具体)｣を対象とする点

























































































雑誌 『民芸』の芸は本来は旧漢字の ｢塾｣であるが,本稿では ｢芸｣を用いた｡

























3)例えばこの点については, [鶴見 1994][熊倉 1978][Kikuchi 1994]などが挙げられる｡
4) 昭和40年代のいわゆる ｢民芸ブーム｣で,民芸が大衆的になった過程も興味深いが,本稿ではと
りあげない｡




人 文 学 報
6) ｢新作民芸｣と ｢残存民芸｣は,｢民芸｣という言葉ができてすぐ後に,浅沼喜美の作った用語
である｡浅沼は,民芸品の販売の仕事を担当していた人物で,諸国工芸店 ｢たくみ｣の2代目の店
長である｡現在では,｢残存民芸｣の代わりに ｢伝統民芸｣と呼ばれている [岡村 1994:52-53]｡
7) 1927年 (昭和2)に銀座鳩居堂で開催された,民芸運動にとっての最初の展覧会の後,古美術商
が古い民芸品を古美術として扱い始めた｡民芸運動は,古い民芸品を美の標準として蒐集すること



























16) ｢民俗博物館｣という用語は,柳宗悦の引用による [柳 1941C]｡本稿の ｢民族博物館｣に対応
するものである｡
17) 柳宗悦は,戦後自らの民芸理論と宗教哲学を発展させて,美醜によって峻別されないことで,あ















人 文 学 報
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写真 1 1928年の御大礼記念国産振興博覧会出 写真 2 1928年の御大礼記念国産振興博覧会
出
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